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広報よもぎた

第
3
8回
村
民
体
育
祭

V2

総
合
優
勝
は

中
沢
自
治
会

七
月
二
十

一
日
面

、
「
い
い

汗
　

い
い
顔
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
自
治
会
対
抗
第
三
十
八
回

村
民
体
育
祭

が
、
村
総
合
運
動

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
四
十
五
分
、
花
火

の
合
図
と
と
も
に
、
交
通
安
全

協
会
員
賞

の
か
か

っ
た
入
場
行

進

が
始
ま
り
、
各
選
手
団
は
、

趣
向
を
凝
ら
し

た
衣
装
等
で
行

進
し
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、

老
若
男
女
の
選

手
の
み
な
さ
ん

は
、
障
害
競
走
、
綱
引
き
、
リ

レ
ー
な
ど
十
八
種
目
の
競
技
に

挑
み
、
応
援
の
テ
ン
ト
か
ら
は
、

盛
ん
に
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

自
治
会
の
栄
誉
を
か
け
て
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
幼

児
・
少
年
リ
レ
ー
、
少
年
綱
引

き
、
消
防
団
リ
レ
ー
で
一
位
に

な
っ
た
中
沢
自
治
会
が
、
見
事

二
年
連
続
の
総
合
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

●村民体育祭　2



主
な
競
技
結
果

総
　
合
　
の
　
部

入
　
場
　
行
　
進

小

学

生

男

子

干

メ

ー

ト

ル

小

学

生

女

子

八
百
メ

ー
ト
ル

中
学
生
以
上
男
子

千
五
百
メ
ー
ト
ル

中
学
生
以
上
女
子

千

メ

ー

ト

ル

砲

丸

投
（
男
子
）

砲
丸

投
（
女
子
）

走

幅

跳
（
男
子
）

高
齢
者
玉
入

れ

少
　
年
　
綱
　
引

自

治

会

綱

引

自
治
会
対
抗
リ
レ
ー

中
　
　
　

沢
（
9
3点
）

阿
　

弥
　

陀
　

川

藤
田
　

祐
己
（
中
沢
）

久
慈
　

平
和
（
広
瀬
）

小
鹿
　

功
二
（
長
科
）

大
滝
し
の
ぶ
（
高
根
）

坂
本
　
　

太
（
中
沢
）

大
宮
美
保
子
（
郷
沢
）

吉
田
　

智
範
（
中
沢
）

郷
　
　
　
　
　
　

沢

中
　
　
　
　
　
　

沢

高
　
　
　
　
　
　

根

瀬
　
　
　

辺
　
　

地

一
　
　
　
位

阿

弥

陀

川
（
7
4点
）

長
　
　
　
　
　
　

科

小
鹿
　

裕
毅
（
長
科
）

森

ひ
と
み
（
膃
ｍ

）

福
士
　
　

晃
（
郷
沢
）

中
川
　

ゆ
か
（
郷
沢
）

兼
平
　

寿
樹
（
宮
本
）

久
慈
　

優
子
（
広
瀬
）

佐
井
　

隆
樹
（
広
瀬
）

長
　
　
　
　
　
　

科

長
　
　
　
　
　
　

科

阿
　

弥
　

陀
　

川

高
　
　
　
　
　
　

根

二
　
　

位

郷
　
　
　

沢
（
7
3点
）

中
　
　
　
　
　
　

沢

石
田
　
正

信
（
広
瀬
）

畠
山
友
里
恵
（
郷
沢
）

森
　
　
廣
野
（
課

躋

）

三
上
　

陽
子
（
中
沢
）

青
木

七
一
（
斃
ｍ

）

稲
葉
ひ
と
み
（
高
根
）

清
水
　

憲
孝
（
宮
本
）

阿
　

弥
　

陀
　

川

高
　
　
　
　
　
　

根

中
　
　
　
　
　
　

沢

郷
　
　
　
　
　
　

沢

三
　
　

位

陸
上
女
子
総
合
２
位
（
村
の
部
）

第
五
十
一
回
市
町
村
対
抗
青

森
県
民
体
育
大
会

が
八
月
十
七

日
（
土
）
～
十
八
日
（
日
）
黒
石

市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
村
選

手
団
六
十
一
名
は
、
野
球
、
陸

上
、
卓
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
水
泳
の
六
種
目

に
出
場
し
ま
し
た
。

二
年
連
続
出
場
と
な
っ
た
野

球
は
、
田
舎
館
村
と
対
戦
し
善

戦
し
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
初

戦
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

陸
上
で
は
女
子

が
活
躍
し
、

百

メ
ー
ト
ル
で
小
松
美
由
紀

さ

ん
（
蓬
田
）
が
二
位
、
二
百
メ
ー

県

民

体

育

大

会

ト
ル
で
坂
本
幾
子
さ
ん
（
中
沢
）

が
二
位
、
砲
丸
投
げ
で
久
慈
優

子

さ
ん
（
広
瀬
）

が
三
位
、
四

百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
三
位
と
、

各
種
目
で
上
位
に
入
賞
し
、
陸

上
女
子
総
合
二
位
と
立
派
な
成

績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
は
、

個
人
戦
で
川
崎
幸
治
さ
ん
（
広

瀬
）

が
五
位
（
六
十
名
中
）
に

入
賞
し
ま
し
た
。

選
手
団

の
み
な
さ
ん
、
二
日

間
に
わ
た
り
大
変
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。
来
年

の
県
大
会
は
八

戸
市

で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。ゼッケン43　 坂　本　幾　子さん

3　●県民体育大会



広報よもぎた

戦
没
者
慰
霊
祭

村
戦
没
者
慰
霊
祭
が
、
八
月

二
十
日
㈹
、
玉
松
台
に
お
い
て

来
賓
、
村
勲
章
褒
章
受
章
者
の

会
員
な
ら
び
に
村
遺
族
会
員
百

十
七
名
が
参
列
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

午
前
十
時
三
十
分
、
国
旗
を

掲
揚
、
続
い
て
読
経
が
唱
え
ら

れ
ま
し
た
。

八
戸
良
次
郎
村
長
が
、
「
月

日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
戦

後
五
十
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

遺
族
の
皆
様
を
始
め
、
聖
地
玉

松
台
に
お
眠
り
の
諸
英
霊
に
対

し
、
深
い
慰
め
の
言
葉
を
申
し

上
げ
ま
す
。
日
本
は
世
界
有
数

の
経
済
・
文
化
・
教
育
の
大
国

と
な
り
、
ま
た
、
わ
が
村
も
住

民
の
福
祉
・
健
康
増
進
の
た
め

よ
も
ぎ
温
泉
の
建
設
、
簡
易
水

道
事
業
の
実
施

に
向
け
て
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
更

に
、

高
齢
化
社
会
に
向
け
た
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
増
員
。
特
別
養
護

老
人

ホ
ー
ム
の
建
設

が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
明
る
く
、
豊
か

な
村
づ
く
り
の
た
め
に
一
層
努

力
し
ま
す
」
と
祭
文
を
述

べ
、

坂
本
増

吉
村

遺
族

会
長

が
、

「
玉
松
台

に
眠

る
英
霊
百
七
十

四
柱
の
尊
い
魂
に
対
し
、
私
た

ち
も
玉
松
精
神
を
継
承
し
、
産

業
・
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

福
祉
の
各
分
野
で
平
和
で
豊
か

な
村
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。
蓬
田
村
民
と
私
た
ち
一

同

に
御
加
護
を
賜
り
た
い
」
と

祭
詞
を
奉
呈
し
ま
し
た
。

引

き
続
き
、
山
内
東
地
方
福

祉
事
務
所
長
（
県
知
事
代
理
）
、

津
島
村
議
会
議
長
、
蟹
田
町
遺

族
会
長
（
県
遺
族
連
合
会
長
代

理
）
、

陸
上
自
衛
隊
第
五
連
隊

第
四
中
隊
長

が
追
悼
の
こ
と
ば

を
述

べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
内
有
志
婦
人

に

よ
る
御
詠
歌

が
流
れ
る
中
、
参

列
者
が
焼
香
を
行
い
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
典
の
あ
と
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
自
衛
隊
ラ
ッ
パ
隊
に

よ
る
演
奏
と
、
銃
剣
道
の
演
武

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

●慰霊祭4



新成人　おめでとう！
新
成
人
を
祝
う
、
平
成

八
年
度
成
人
式
が
、
八
月

十
四
日
南
村
中
央
公
民
館

に
お
い
て
挙
行
さ
れ
、
新

成
人
四
十
五
名
（
男
二
十

三
名
、
女
二
十
二
名
、
対

象
者
六
〇
名
）

が
出
席
し

ま
し
た
。

式
で
は
、
張
間
鐵
男
村
教
育

委
員
長
が
式
辞
を
述
べ
、
続
い

て
祝
辞
を
、
八
戸
良
次
郎
村
長
、

津
島
鐵
男
村
議
会
議
長
、
中
学

校
時
代
の
恩
師
で
あ
る
北
村
登

先
生
（
現
在
、
新
城
中
学
校
教

諭
）
が
述
べ
、
先
生
は
、
「
人

間
は
生
ま
れ
て
来
る
時
は
裸
。

裸
の
心
の
自
分
が
恥
ず
か
し
く

な
か
っ
た
ら
、
街
で
出
会
っ
た

ら
堂
々
と
あ
い
さ
つ
が
で
き
る

だ
ろ
う
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
新
成
人
の
工

藤
治
郎
さ
ん
が
、
「
自
分
の
力

を
十
分
発
揮
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
解
沫
に
向
け
て
全
力
で
’

ぶ
つ
か
っ
て
い
く
」
、
八
幡
智

美
さ
ん
は
、
「
様
々
な
人
々
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
こ
れ

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
や

蓬
田
村
の
た
め
に
尽
力
し
て
行

き
た
い
」
、
藤
本
俊
光
さ
ん
は
、

「
私
た
ち
の
力
を
必
要
と
し
て

い
る
二
十
一
世
紀
に
む
け
て
、

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
長
よ
り
一
人
一

人
に
記
念
品
が
、
細
谷
正
村
選

挙
管
理
委
員
長
か
ら
は
、
選
挙

啓
発
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
が
、

そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
成
人
の
誓
い
を
村

上
里
香
さ
ん
と
新
成
人
全
員
で

斉
唱
し
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

記念の集いで

誓いのことばを述べる藤本俊光さん

5　●成人式



広報よもぎた

中

国

の

花

嫁

と

交

流

九
月
三
～
四
日
、
八
戸
良
次

郎
村
長
、
山
本
兼
光
農
業
委
員

会
長
ら
七
名
が
、
中
国
人
花
嫁

と
交
流
す
る
た
め
、
岩
手
県
二

戸
郡
安
代
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

安
代
町
で
は
、
中
国
人
花
嫁

の
カ
ッ
プ
ル
が
七
組
誕
生
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
う
ち

三
名
の
花
嫁
と
中
国
山
西
省
か

ら
農
業
技
術
研
修
に
来
て
い
る

二
名
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

日
本
へ
来
て
一
番
大
変
だ
っ

た
こ
と
は
、
言
葉
を
覚
え
る
こ

と
、
食
べ
物
の
違
う
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
結
婚
し
て
四
年
目
の

安
保
レ
イ
子
さ
ん
（
日
本
名
）

は
、
今
で
は
日
本
語
を
上
手
に

話
し
、
す
し
も
筋
子
以
外
は
大

好
き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

町
の
結
婚
専
門
相
談
員
は
、

国
際
結
婚
の
問
題
点
と
し
て
、

言
葉
・
習
慣
・
文
化
の
違
い
を

教
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

男
性
側
の
理
解
と
家
族
の
思
い

や
り
、
地
域
の
協
力
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
女
性
側
の
仲
間

づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
と
話

（
岩

手

県

安

代

町

）

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内

の
未
婚
者
は
、

男
女
合
わ
せ
て
約
五
百
人

で
、

そ
の
う
ち
、
三
十
五
歳
以
上
の

男
性
が
約
二
百
人
い
ま
す
。

「
り
ん
ど
う
」
の
花
、
日
本

一
の
生
産
量
を
誇
る
安
代
町
。

結
婚
相
談
所
に
期
待
す
る
熱
意

と
そ
の
予
算
も
超
一
流
で
す
。

わ
が
村
と
し

て
も
国
際
結
婚

の
申
し
込
み

が
あ
れ
ば
、
安
代

町
の
指
導
等
を
受
け
な
が
ら
進

め
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農業委員14人が決まりました
７月７日執行の蓬田村農業委員会委員選挙で、10人のみなさんが無投票当選、

また、農協、共済組合、議会からの推薦委員も決まりました。

任期は平成11年７月19日までの３年間です。

▼
選
挙
に
よ
る
選
出

会
　

長
・
山
本
　

兼
光
（
蓬
　
　

田
・
7
0歳
）

・
藤
田
　

尚
政
（
中
　
　

沢
・
5
2歳
い

・
張
間
　

市
郎
（
長
　
　

科
・
5
0歳
い

・
森
　
　

秀
夫
（
阿
弥
陀
川
・
4
6歳
い

・
青
木
　

久
馬

（
阿
弥
陀
川
・
6
8歳
い

・
青
木
　
倉
元
（
阿
弥
陀
川
・
4
6
歳
い

・
乳
井
　

長
吉
（
蓬
　
　

田
・
6
7歳
い

・
越
田
　

由
一
　（
瀬

辺

地
・
5
6歳
い

・
坂
本
　
　

登
（
瀬

辺

地
・
6
4歳
い

・
七
戸
　

祥
一
　（
広
　
　

瀬
・
5
7歳
い

▼
農
協
推
薦

・
田
中
　

舘
広
（
広
　
　

瀬
・
6
6歳
）

▼
共
済
組
合
推
薦

・
下

山
　

嘉
幸
（
長
　
　

科
・
5
8歳
）

▼
議
会
推
薦

会
長
職
務
代
理

・
坂
本
　
　

巌
（
中
　
　

沢
・
6
2歳
）

・
坂
本
　
祐
一
　（
長
　
　
科
・
7
1歳
）

※
（
　
）
内
は
住
所
と
年
齢
、
敬
称
略

●農業委員会より　6
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よ
も
ぎ
た
グ
リ
ー
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ふ
る
さ
と
宅
配
便
「
よ
も
ぎ

た
フ
レ

。
ジ
ュ

ー
グ
リ
ー
ン
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
を
、
八
月
九
日
、
二

十
五
名
の
方
に
お
送
り
し
ま
し

た
。
今
回
お
届
け
し
た
特
産
品

は
、
桃
太
郎
ト
マ
ト
、
イ
ン
グ

ン
、

キ
ヌ
サ
ヤ
、
な
す
、
じ
ゃ

が
い
も
、

ホ
タ
テ
貝
、
シ
イ
タ

ケ
、
ミ
ズ
、
手
作
り
味
噌
、
よ

も
ぎ
茶
の
十
品
1
1で
す
。

は
じ
め
て
の
こ
と
で
も
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
反
響
か
お
る
の
か

心
配
で
し
た
が
、
会
員
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
原
文
の
ま
ま
一
部
紹
介

し
ま
す
。

◆
先
日
は
、
た
く
さ
ん
の

。ふ

る
里
の
味
”
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
や
は
り
味
が
違
い

ま
す
ね
。
イ
ン
グ
ン
も
ト
マ
ト

も
甘
～
い
！

と
娘

が
大
喜
び
。

届

い
た
そ
の
日
か
ら
、
三
日
ば

か
り
蓬
田

デ
ー
が
続
き
、
す

っ

か
り
食

べ
つ
く
し
て
し
ま
い
ま

し

た
。
ホ
タ
テ
は
、
生
で
食

べ

た
か

っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
で

も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
度
は
、

。よ
も
ぎ
餅
」
が
入
っ

て
い
れ
ば
い
い
な
！

が
ん
ば
る
蓬
田
を
肌
で
感
じ

ま
し
た
。

◆
た
く
さ
ん
送

っ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

値
段
の
割
り
に
は
、
品
数
が
多

く
て
う
れ
し
か

っ
た
で
ず
。
た

だ
、
農
産
物

に
も
う
少
し
工
夫

が
ほ
し
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ミ
ズ
や
手
作
り
味
噌
な
ど
、
蓬

田
で
な
け
れ
ば
味
わ
え
な
い
よ

う
な
物
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ト
マ
ト
は
、
間
違
い
な
く
他
の

地
域
に
負
け
ず
に
お
い
し
い
で

す
。

◆
だ
い
ぶ
涼
し
い
風
が
吹
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、

ふ
る
里
を
送
っ
て
い
た
だ
き
本

当
に
大
変
で
し
た
ね
。
懐
か
し

い
ふ
る
里
の
地
図
を
見
て
食
べ

ま
し
た
。
ミ
ズ
の
食
べ
方
を
教

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
。
主
人
も

食
べ
る
こ
と
だ
け
で
、
料
理
の

仕
方
が
余
り
良
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。
　

◆
お
野
菜
も
ホ
タ
テ
も
、
と
っ

て
も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
た
だ
、
ホ
タ
テ
の
食
べ
方

が
余
り
良
く
わ
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
で
き
れ
ば
、
地
元
お
勧

め
の
食
べ
方
を
教
え
て
く
だ
さ

る
と
あ
り
か
た
か
っ
た
で
す
。

●
役
場
企
画
課
で
は
、
会
員
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
。

セ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
、
お
送

り
す
る
特
産
品
や
時
期
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
、
よ
り
内
容
が

充
実
し
た
ふ
る
さ
と
宅
配
便
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
ふ
る
さ
と
宅
配
便
の

二
回
目
の
発
送
は
、
十
二
月
中

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

村

体
育
協
会

に
寄
付

九
月
二
日
（
月
）
、

藤
本

夕

マ
ヨ
さ
ん
（
長
科
）
が
役
場

を

訪
れ
、
村
体
育
協
会
に
寄
付
金

土
万
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

藤
本
さ
ん
は
、
八
月
十
日
に

逝
去
さ
れ
た
夫
、
藤
本
幸
雄
さ

ん
の
香
典
の
一
部
を
寄
付
し
て

く
れ
た
も
の
で
「
生
前
、
夫
は

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
そ
の
分
、

い
ろ
い
ろ
と
村
の
方
々
に
お
世

話

に
な
り
ま
し
た
。
村
体
育
協

会

の
活
動
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
」
と
お
話
し
ま
し
た
。
福
士

鐵
造
村
体
育
協
会
長
は
「
藤
本

藤
本
タ

マ
ヨ
さ
ん

（
長
科
）

幸
雄
さ
ん
は
、
村
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
中
学
校
部
活
動
に
理

解
を
示
さ
れ
、
協
力
援
助
を
惜

し
ま
な
い
方
で
し
た
。
藤
本
幸

雄
さ
ん
の
偉
業
に
恥
じ
な
い
よ

う
、
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

体
育
協
会
の
発
展
と
藤
本
幸

雄
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

教

育

に

役

立

て

て

と

九
月
四
日
、
久
慈
一
司
さ
ん

（
広
瀬
）
、
八
幡
義
久
さ
ん
（
高

根
）
、
中
村
政
六

さ
ん
（
蓬
田
）

の
三
名
が
村
長
を
訪
れ
、
寄
付

金
三
万
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

頂
い
た
寄
付
金
は
、
村
の
修

学
奨
励
基
金
の
一
部
に
活
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

善
意
の
心
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

※
三
名
の
方
は
、
夏
休
み
期
間

中
海
水
浴
場
で
売
店
を
営
業
し

て
い
ま
し
た
。

7●グリーンパッケージ発送／善意をありがとう

発

送

寄

付



玉゙松海まつり96″ が、 ８月 ４日（ 日）、 玉

松海水浴場 において開催さ れ多 くの海水浴客

やイベント参加者でにぎわいました。

この日は、 あいにく の雨天で はあり まし た

が予定どおり実施 され、 まず、 主 催者（坂本

祐一村観光協会長） のあ いさつ の後、 さ っそ

く宝さがしが行 われ、大勢 の人 が参加しまし

た。 引き続 き、 ラ ムネ早 飲 み大 会、 抽選 会

（建設省 による）、爆弾 ゲーム、浮輪手こぎレー

ス、どろんこ幅跳び、 ビ ーチフ ラッ クス等 が

行 われ参加者 はたくさんの賞品を抱え大好評

でした。

海水浴場 は年 々施設 が整備さ れ、 連 日多 く

の海水浴客でにぎわいをみせていました。

村 民 野 球 大 会

玉 松 海 ま つ り

広報よもぎた

自治会対抗村民野球大会（主催、福士鐵造

村体育協会長）が、８月11日（日）、スポーツ

ガーデン野球場及び中学校グランドの２会場

で開催され、夏の熱い陽射しの中、熱戦を繰

り広げました。

参加した自治会は、中沢、長科、阿弥陀川、

蓬田、郷沢、瀬辺地の６チームで、試合はトー

ナメント形式で行われました。

決勝戦は昨年の準優勝チーム阿弥陀川と、

郷沢チームで争われ、 ７回終了まで１対１と

両チームとも一歩 も譲らず延長戦になりまし

た。均衡を破ったのは郷沢チームで、 ８回裏

に１点を加えてサヨナラゲームとし、優勝し

ました。

●カメラアイ8
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・
　
働
け
ど
　
生
き
る
宿
題
　
ま
だ
解
け
ず

・

幸
せ
に
　
な
る
こ
と
が
宿
題
　
で
し
ょ
う

・
　
宿
題
を
　
背
負
っ
て
生
き
る
　
人
の
道

・
　
子
の
宿
題
　
マ
マ
も
鉢
巻
　
辞
典
引
く

・
　
予
想
外
　

宿
題
出
さ
れ
　

四
苦
（

苦

・
　
宿
題
に
　

口
も
手
も
出
る
　
一
年
生

・
　
明
日
も
又
　

宿
題
が
あ
る
　
人
生
譜

・
　
減
反
の
　
宿
題
出
さ
れ
　
農
悩
む

今
年
の
稲
刈
り

適
期

が
発

表

に
な

り
ま
し
た
。

陸
奥
湾
沿

岸
は
、
1
0
月
６

日
～

招

日
ご
ろ
が
目
安
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
農
事
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ

水道第２井テストボーリング
水は、日常生活や産業に欠くことのできな

いものです。全国的に降水量不足による渇水

問題、井戸水による食中毒被害が深刻化して

います。

村では、安全でおいしい飲料水を安定供給

するため、昨年度から簡易水道創設事業の準

備をしています。

今年度は、来年度から工事着手するための

認可申請を進めており、第二本目の井戸（瀬

辺地開拓線、旧桜田開拓）の水源調査等を行っ

ています。試掘した結果、豊富な量の水が湧

出しています。

今後、水道に関する毎戸アンケートを実施

しますので、ご協力をお願いします。

また、水道事業についてのお尋ねは、企画

課までお問い合せください。

今年は、春先の異常低温により、トマトの

成育が遅れ、例年より一ヶ月遅れの８月20日

に行われました。

トマト栽培農家約30名が参加し、東京神田

市場青果㈱野菜部長の常世田昌明さん･を講師

に、市場の動向についてのお話がありました。

ツルをきれいに切ることや赤すぎたり青す

ぎないようなど、出荷方法について熱心に勉

強しました。

子ども会リーダー研修会

トマト出荷目揃会

７月24日から２泊３日の日程で、村中央公

民館主催の子ども会リーダー研修会が、玉松

海水浴場で行われました。

各地区子ども会から推薦された小学４年か

ら中学２年までの29名が、 リーダーとしての

役割や心構えについて学びました。

テントの張り方や野外炊飯、自然観察ナイ

トウォーク等を行い、キャンプファイヤーで

は歌や踊りで最高の盛り上がりをみせました。

クラフト講座では、 ペットボトルロケット

作りに挑戦し、飛行距離を競い歓声が上がっ

ていました。

子供たちは、小麦色に日焼けし、 ３日間の

研修を有意義に終えました。

重
　
彦

文
　
明

森
　
勝

治
　
郎

増
　
吉

藤
　
久

勇
　
三

節
　
子

9　●川柳北緯41°



広報よもぎた

食

中

毒

梅
雨
の
季
節
か
ら
秋
に
か
け

て
は
、
食
中
毒
を
お
こ
す
細
菌

が
大
暴
れ
す

る
時
期
で
す
。
岡

山
県
で
発
生
し
た
、
病
原
性
大

お１
　
　い
ち
ご
な
な

腸
菌
「
〇
－

１
５
７
」
に
よ
る

集
団
食
中
毒
は
、
死
亡
者
が
出

た
こ
と
や
発
生
範
囲

が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
問

題
と
し
て
連
日
マ
ス
コ
ミ
で
取

り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
食
中
毒
の
予
防
と

病
原
性
大
腸
菌
「
〇
－

工
５
７
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

〈
原
因
と
症
状
〉

食
中
毒
の
ほ
と
ん
ど
は
、
①

細
菌

に
汚
染
さ
れ
た
飲
食
物
を

知
ら
ず
に
食
べ
る
こ
と
で
お
こ

る
「
細
菌
性
食
中
毒
↓

主
に
サ

ル
モ
ネ
ラ
菌
・
ブ
ド
ウ
球
菌
・

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
・
〇
－

工
５
７

等
」
、
②
毒
手

ノ
コ

ー
フ
グ
等

を
食

べ
た
た
め
に
お
こ
る
「
自

然
毒
食
中
毒
」
、

③
有
害
化
学

物
質

が
体
に
入
る
こ
と
で
お
こ

る
「
化
学
性
食
中
毒
」
の
三

つ

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

こ１

ご
用
心
！

こ
れ
ら
の
細
菌
が
つ
い
た
食

品
を
食
べ
て
か
ら
、
早
い
も
の

で
三
十
分
か
ら
二
時
間
、
遅
い

も
の
で
は
数
時
間
か
ら
二
日
程

で
食
中
毒
の
症
状
が
出
る
の
が

普
通
で
す
。

主
な
症
状
と
し
て
、
下
痢
・

腹
痛
・
発
熱
・
吐
き
気
・
嘔
吐

等
が
出
現
し
ま
す
が
、
軽
い
場

合
は
、
カ
ゼ
と
間
違
わ
れ
見
過

ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
少
く
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
食
中
毒
の
中
で
、

皆
さ
ん
に
特
に
気
を
つ
け
て
も

ら
い
た
い
の
が
、
い
ず
し
の
ボ

ツ
リ
ヌ
ス
菌
に
よ
る
食
中
毒
で

す
。
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
食
中
毒

で
は
、
食
べ
物
を
飲
み
こ
め
な

い
・
声
が
出
な
い
・
呼
吸
困
難

に
陥
る
等
重
症
な
症
状
を
引
き

起
こ
し
、
不
幸
に
し
て
死
亡
す

る
こ
と
も
あ
る
お
そ
ろ
し
い
病

気
で
す
。

今
後
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

い
ず
し
を
作
る
家
庭
で
は
、
調

理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
十
分

注
意
が
必
要
で
す
。

下痢・腹痛・発熱
〈
食
中
毒
は
暑
い
夏
に
多
発
〉

食
中
毒
は
一
年
中
発
生
し
ま

す
が
、
七
～
九
月
の
三
ヶ
月
が

細
菌
に
と
っ
て
よ
い
条
件
と
な

る
た
め
食
中
毒
も
ピ
ー
ク
に
達

し
ま
す
の
で
、
こ
の
時
期
の
食

品
の
取

り
扱

い
に
は
十
分
注
意

が
必
要

で
す
。

ま
た
、
今

は
暖
房
が
設
備

さ

れ
、
冬
で
も
暖
か
く
過

ご
せ

る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
寒
い
冬

場
で
も
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

〈
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
〉

細
菌
性
食
中
毒
を
予
防
す

る

べ
く
加
熱
し
て
食

べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
細
菌
は
熱

に
弱
く
、
一
般
的

に
は
加
熱

さ
れ
る
と
た
い
て
い
の
細
菌

は
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
か
ら
、

食
品
の
中
心
部
ま
で
熱

が
十

分
通
る
よ
う
に
し
、
生
焼
け

生
煮
え
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
五
で
以
下

で
冷
却

す

る
と
、
細
菌
が
繁
殖
し
に

く
い
の
で
、
冷
蔵
庫
で
の
保

存
も
良
い
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
詰
め
込
み
過
ぎ
や
冷
蔵

庫
の
ド
ア
を
開
け
る
回
数

が

多
い
と
冷
蔵
庫
内
の
温
度

が

上
が
っ
た
り
す

る
た
め
、
保

冷
力

が
低
下
し
ま
す
し
、
食

品
に
よ
っ
て
は
意
外
と
早
く

変
質
し
ま
す
。
冷
凍
し
た
も

の
で
も

Ｉ
～
二

ヶ
月
で
使
い

き
る
の
が
理
想
的
で
す
。

目
に
見
え
な
い
細
菌
を
防

ぐ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

予
防
の
三
原
則
と
冷
蔵
庫
を

上
手
に
使
い
食
中
毒
予
防
に

心

が
け
ま
し
ょ
う
。

●保健コーナー　10

吐き気・嘔吐

た
め
に
。
次
の
三
点
を
守
り
ま

①
清
　

潔
調
理
を
す
る
時
は
、
ま
ず

手
洗
い
を
す
る
こ
と
が
基
本

で
す
。
調
理
前
は
も
ち
ろ
ん

調
理
中
で
も
こ
ま
め
に
手
洗

い
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

食
器
・
ま
な
板
・
ふ
き
ん
な

ど
の
調
理
器
具
は
、
熱
湯
や

煮
沸
に
よ
る
消
毒
や
日
光
に

よ
る
乾
燥
も
効
果
的
で
す
。

手
や
指
に
切
り
傷
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、
調
理
を
し
な
い

か
ゴ
ム
手
袋
を

つ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
、

（

エ

ー
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
駆
除

も
大
切
で
す
。

②
迅
　

速
食
品
を
買
っ
て
き
た
ら
常

温
に
長
く
放
置
し
て
お
か
ず

で
き
る
だ
け
早
く
調
理
を
は

じ
め
、
で
き
あ
が
っ
た
も
の

は
早
く
食

べ
る
よ
う
心
が
け

ま
し

ょ
う
。
き
ち
ん
と
保
存

す
る
以
外
は
食

べ
る
分
だ
け

調
理
し
て
、
食

べ
残
し
は
、

も
っ
た
い
な
く
て
も
思
い
き
っ

て
捨
て
る
こ
と
で
す
。

③
加
熱
と
冷
却

生
も
の
は
食
中
毒
の
原
因

と
な
り
や
す
い
の
で
、
新
鮮

な
う
ち
に
食

べ
る
か
、
な
る



O-157つて、どんな菌
しよ;ち４うどく　 げんいん　　　　 きん　L よくちりう
食 中 毒 の 原 因 に な る 菌 （ 食 中

諧 菌 ） に は 、 た く さ ん の 種 類 が

あ り ま す 。 そ の う ち の ひ と つ に 、

0-15  7 と 名 前 の つ け ら れ た 菌

が あ り ま す 。 ほ と ん ど の 菌 は 。

にんげん　 がい　 あた
ふ つ う は 人 間 に 害 を 与 え ま せ ん 、

で も 、0-1  57 は そ れ 自 体 に 罍 を

も っ て い る た め 、 口 か ら か ら だ

に 入 る と お な か が 痛 く な っ た り 、

下 痢 を し た り し ま す 。

どんな症状がでるの
おｰ いちごなな　かんせん　　

ー
0-1  5  7に 感 染 す る と おな か

( お へ そ から 下 あ た り) が 激 しく

痛 み 、 下 痢 や 血 の 混ざ っ た 便 が

で る よ う に な り ま す。 熱 が で る

こ と も あ る の で 、 最初 のう ち は

力ヽ ぜ と 間 違 え や す い の で 注 意し

ま し よう 。

11●保健コーナー

0-157の特長をよく知っておきましょう。

他の食中毒菌 は、 たくさ んの量

(10 万ｲ固以上) がから だのなかに入

らないと感染しま せん。でも、○-

１５Ｚはわず か100個ぐ らいの量で

感染してしまいま す。 そのため、

食べ物などにこの 菌が少し でも つ

いていると感染の 原因になり ます。

こ の菌はからだ のな かに入ると「 べ口 毒素」と

いう 強い 毒をつく りま す。そ のため、 症状がすす

むと 内臓（とく に腎 臓）や 脳に重い 病気を 引き起

こ すこと があり ます。

すぐには症状がでないこと

●・食中毒の分類と原因について

食中毒 の分 類 原　　　　　　　因

細

菌

性

サルモネラ菌 ネズミ・ゴキブリ・大福もち

腸炎ビブリオ イカ・アジ・さしみ

ブ ド ウ 球 菌 おにぎり・化膿巣（手や指のヶが）

ボツリヌス菌 いずし

そ　　の　 他 病原性大腸菌（人・動物の腸管）

自　　　然　　　毒 フ グ・ 貝 ・ キ ノ コ

化　 学　 物　 質 農薬・重金属

そ　　　の　　 他 アレルギー性食中毒

病原性大腸菌

0-157を知ってい

ますか

0-157の特
徴は

感染し やすい こと

毒が強いこと

0-1  5 7は力ヽら だのな力ヽに入っても、すぐ にお

なかが痛く なっ たりしません。何日力 たっ てから

Ｃ４日 から ９日) 症状がでるため、原因となっ た食

べ物など をなかなか見つけら れませ ん。

食
中
毒
が
発
生
し
て
問
題
に

な
る
の
は
、
大
量
に
食
品
を
扱

う
施
設
や
人
が
大
勢
集
ま
る
場

所
で
の
集
団
発
生
で
す
。
村
で

も
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
力
を
入
れ
た
り
催
し
物
が
あ

る
時
の
弁
当
の
持
ち
帰
り
を
し

な
い
な
ど
呼
び
か
け
た
り
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

Ｏ
－

１
５
７
を
含
め
た
食
中
毒

の
予
防
に
つ
い
て
、
右
ペ
ー
ジ

の
内
容
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

一
人
一
人
が
注
意
を
し
健
康
な

毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま

最 近、○- １ ５ ７とい う 菌 によ って 、た くさ ん 防人 が食中 毒 に かか っ

て い ます。CM  5  7は他 クS菌 に比 ぺ て感 染し や すく 、毒を た くさ んも

っていることが特長です。でも、むやみに恐がることはありませ

ん。この菌についてよく知っておくことが大切です。
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現
在
。
空
き
家
と
な
っ
て
い

る
、
宮
本
団
地
の
入
居
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

入
居
者
の
資
格
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①
村
内
に
居
住
（
居
住
し
よ
う

と
）
し
て
い
る
方

で
、
独
立

し
た
生
計
を
営
む
方
。

②
現
在
同
居
し
、
ま
た
は
、
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

る
方
。
（
婚
約
者
を
含
む
）

③
単
身
入
居
者
。
（
男
性
6
0
歳

以
上
、
女
性
5
0歳
以
上
の
方
）

④
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
方
。

⑤
給
与
所
得
者
で
、
1
2
ヶ
月
稼

働
し
た
場
合
、
過
去
１
年
間

の
粗
収
入
に
よ
る
収
入
基
準

は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

※
な
お
、
収
入
基
準
は
、
月
額

が
十

一
万
五
千
円
以
下

の
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

「
お
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先
」

蓬
田
村
役
場
　

建
設
課

Ｓ
（
内
線
　

２
６
３
）

入居基準

同居親族数 収入基準

O人 2,232,000円

1人 2,772,000円

2人 3,312,000円

3人 3,828,000円

4人 4,304,000円

自
動
車
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
非
常
に
大
き
な
係
わ
り
を
も

ち
、
今
や
必
要
不
可
欠
な
存
在

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
反
面
、

交
通
事
故
の
増
加
、
公
害
と
い
っ

た
様
々
な
社
会
問
題
も
起
き
て

い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
７
月
、
改
正
車

両
法
か
施
行

さ
れ
、
自
動
車
の

保
守
管
理
責
任
は
、
使
用
者
に

あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
さ

れ
る
な
ど
、
従
来
に
も
増
し
て

自
動
車
の
適
正
な
保
守
管
理
が
、

重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
運

輸
省
で
は
、
自
動
車
の
保
守
管

理
の
徹
底
を
一
層
強
力

に
推
進

す
る
た
め
、
９
月
１
日
か
ら
1
0

月
3
1
日
ま
で
の
２

ヶ
月
間
を
重

点
期
間
と
し
て
、
「
自
動
車
点

検
整
備
推
進
運
動
」
を
実
施
し

ま
す
。

「
お
問
い
合
せ
先
」

東
北
運
輸
局

青
森
陸
運
支
局
（
整
備
課
）

a
0
1
7
7
1
3
9
1
1
5
0

冖ｈ）

お知らせ

老
齢
基
礎
年
金
の

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金

は
、
6
5歳
か
ら
の
支
給
が
原
則

で
す
が
、
6
0歳
か
ら
6
4歳
の
方

で
も
、
希
望
す
れ
ば
繰
り
上
げ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
て
請
求

す
る
と
、
次
の
よ
う
に
不
利
な

点
が
あ
り
ま
す
。

①
繰
り
上
げ
し
た
と
き
の
年
齢

に
よ
っ
て
、
一
定
の
割
合
で

年
金
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
額

は
6
5歳
に
な
っ
て
も
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
生

涯
、
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
繰
り
上
げ
支
給
の
請

求
書
は
、
一
旦
受
理
さ
れ
る

と
、
あ
と
で
取
消
や
変
更
は

で
き
ま
せ
ん
。

②
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済

年
金
の
特
別
支
給
を
受
け
て

い
る
場
合
、
6
5歳
に
な
る
ま

で
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

③
繰
り
上
げ
て
受
給
し
た
後
、

就
職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に

加
入
す
る
と
、
そ
の
間
は
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

④
受
給
し
た
後
、
6
5歳
に
な
る

ま
で
の
間
に
、
万
一
の
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
を
持
っ
た

場
合
で
も
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

⑤
受
給
し
た
後
、
夫
の
死
亡
な

ど
に
よ
り
、
遺
族
基
礎
年
金

な
ど
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
も
、
6
5歳
に
な
る
ま

で
の
間
は
、
繰
り
上
げ
請
求

の
老
齢
基
礎
年
金
と
、
ど
ち

ら
か
一
方
の
年
金
し
か
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

繰
り
上
げ
請
求
し

た
こ
と
を

悔
や
む
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

受
け
て
か
ら
後
悔
す

る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
事
前
に
よ
く
考

え
て
か
ら
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。

「
お
問
い
合
せ
先
」

蓬
田
村
役
場
　

住
民
課

容
（
内
線
　

２
３
６
）

－

ｌ

ｌ
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入

居

者

募

集

宮

本

団

地

違

い

ま

す

車

検

と

定

期

点

検

情
報

局

繰
り

上

げ
請
求

は
慎
重

に



国民健康保険と老人医療からのお知らせ
・ 入院時食事療養費の改定

入院したときにかかる食事代（標準負担

額）が、健康保険法等の一部改正により、

10月１日から表のとおり改定されます。

区　　　　　　　　 分 現　行 改定後

一　　 般　　 世　　 帯 600円 760円

非課税世帯

(村民税)

90日までの入院 450円 650円

90日を超える入院 300円 500円

・ 高額療養費自己負担限度額の改定

健康保険法施行令等の一部改正により、６月診

療分から高額療養費自己負担限度額が次のように

改定されております。

63, 000 円から６３
ツ　

６００
円に

田沢湖遊覧と角館の旅
◆　旅　行　期　日

◆　募　集　人　員

◆　旅　行　代　金

◆ 募 集 締 切 日

◆　行　　程　　表

11月９日（土）～10日（日）

45名（最少催行人員35 名）

29,000円

10月26日（土）

よもぎた村民号
参加者募集！

今回はバスの旅で～す

月　日 行　　　　　　　　　 程 食事 宿　　泊

11/9
(上)

貸切バス　　　東北自動車道　　　　　日綫古の腿小屋　　　　東北自動車道

蓬田駅一 青森IC一 小坂IC = 康楽館一 小坂IC一 鹿角八幡平IC =
8:00　　　　　　　　　　　　　　　　（芝居見物）

一

昼

夜

田沢湖高原
水沢温泉

ホテルタザワ
30187-46-2016

ﾄﾞﾗｲﾌﾞｲﾝ　　　　　　　　　東北自動車道
＝ 秋田美人天= 鹿角八幡平IC一 盛岡IC- ○金色大観音- ホテル

（竸）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16 : 00

11/10
(日)

田沢 湖遊 覧 船　　　　　　　 角館 散策
ホテル一 白浜一 御座石一 白浜- ○武家屋敷／伝承館-
8:00

朝

昼

－
東北自動車道

一 料亭大切- ○手作り村一 盛岡IC一 青森IC一 蓬田駅
（賤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18 : 00

主

催

ＪＲびゅうプラザ青森

H0177 － 22 － 6679

企

画

Ｊ Ｒ 蓬 田 駅

H0174  ―27 ―2019

協

賛

・蓬 田 村 役 場
・Ｊ Ａ 蓬 田 村
・蓬 田村商工会
・蓬田村観光協会

・蓬田村漁業協同組合
・蓬田 村婦人 会

割
ら
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
（
瀬
辺
地
駅
）

駅が泣いています
最近、駅（郷沢、瀬辺地）の待合室の

窓ガラスや板壁が壊されています。また、

瀬辺地駅では、電話ボックスのガラスが
壊されています。

待合室や電話ボックスは、普段、皆さ
んが利用する施設です。気持ち良く利用

するため、落書きしたり、壊したりする
ことは、やめましょう。

村民の皆さん、このような行為を見た
ら、注意するようにしましょう。

13●お知らせ情報局
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第４回県民駅伝競走大会

写
真
は
昨
年
の
選
手
団

八
月
三
十
日
（
金
）
、
蓬
田

小
学
校
、
学
校
農
園
で
春
に

植
え
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
枝
豆

の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

夏
休
み
の
間
、
交
代

で
草

取
り
を
し
ま
し
た
が
、
（

卜

や
ガ
ラ
ス
の
被
害
で
昨
年
よ

り
不
作
で
し
た
。

収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等

は
、
秋
に
行
わ
れ
る
炊
飯
遠

足
で
調
理
し
食
べ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

蓬
小
農
園
活
動

収

穫

の

秋
で

す

●お知らせ情報局14

実

行

委
員

長

福

士

鐵

造

監
　
　

督

工

藤

義

正

コ
　
　
ー
　

や

野

藤

健

純

”
　
　

越

田

茂

弘

◆
選

手

名
簿

・
中

学

生
男
子

小

鹿

功

二
（
1
4
）
　
長
　

科

細

谷

佳

久
（
1
4
）
　
蓬
　

田

森
　
　

廣
　

野
（
1
4
）
　
阿

弥
陀

川

・

一
般

・
高

校
　

男
子

津

島

永

平
（
1
5
）
　
蓬
　

田

森
　
　
　

喜
　

朗
（
１５

）
　
阿

弥
陀

川

工

藤

祐

輝
（
1
5
）
　
長
　

科

福

士
　
　

晃
（

３６

）
　
郷
　

沢

中

村

大

（

（
３５

）
　
蓬
　

田

佐

井

邦

彦
（

３６
）
　
広
　

瀬

越

田

茂

弘
（

恕

瀬

辺

地

広

田
　
　

満
（

３８

）
　
長
　

科

・
４０

歳
以

上
　

男

子

野

藤

健

純
（

４５
）
　
阿

弥
陀

川

森
　
　
　

淳
　

一
（
4
1）
　
阿

弥
陀

川

・
女

子

森
　
　

華
　

夭
1
4
）
　
阿

弥
陀
川

中

川

良

恵
（
1
4）
　
郷
　

沢

ふ

鹿

奈
々

恵
（
1
4）
　
長
　

科

（
　

）

は
年

齢

で
す

９月15 日（日）12 : 00スタ ート

10区間42.195km

ご声援をお願いします 43 が蓬田村です

ゼッケン

１０月 １日は、

事業所・企業

統計調査。

10月１日、全国一斉に５年に１度の

事業所・企業統計調査が行 われます、

我が国すべての事業所が対象です。

ご協力をお願いします。

会社も､ お店 も､ 学校も､ 病院も。

事 業 所 ・ 企 業

ﾝﾔｆ　 。　 ．Ｍ　 讐

９月下旬から調査員がお伺いします。

総 務庁 統 計 局　　　　　 青 森 県



精米表示が新しくなりました
新しい精米表示制度は、消費者が

精米を購入する際、適切な判断材料

を得るため、原料玄米について、産

地・品種・産年の３項目表示が基本

となります。

また、表示内容の細目は、全国統

一の表示基準となります。

表示と内容の一致を確保するポイ

ントとして、精米袋に「認証マーク」

または「確認マーク」が付されます。

失敗しないお米選びの重要点は、

①県に登録されている小売店である

か？

②３項目表示がきちんとされている

か？

③認証マーク等が付されているか？

を判断の基準としてください。

【お問い合せ先】

青森食糧事務所青森支所

SO  1 7  7  -77-  3 ２ １ １

認 証

財団法人 日本穀物検定協会

（認証 マー ク ） (確認マークの㈲

食糧庁精米表示基準に基づく表示

品　 名 精　 米

原料玄米

産 地 品 種 産 年 使用割合

A県産 コシヒカリ7 年産　40%

B県産ｻｻﾆｼｷ　7 年産　20%

その他　　　　　　40%

正味重量 5 kg

財 年鬪 8. 7. 1

戝 封 名

又　は

財 工豺

00 米穀卸株式会社

口口県00 市△△町∇∇1 －2

TEL012(345)6789

00 米穀卸株式会社△△精米工場

口口県△△市∇∇町00  3 -45

TEL0124(35)9876

SEPTEMBER

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 2↓

22 23 24 25 26 27 28

29 30

役　　　 場

中央公民館

ト レ セ ン

野　球　場

よもぎ温泉

テレホンガイド

27-2111

27-2706

27-3010

27-3090

27-2170

保　育　所

幼　稚　園

小　学　校

中　学　校

社会福祉協議会

9月行事予定表

27-2180

27-2042

27-2069

27-2038

27-2828

開催日 曜 日 行　　　　　 事　　　　　 名 場　　　　 所 時 間 担　　 当

２ 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13 : 30中 央 公 民 館

３ 火 陶芸教室 // 9 :00 //

８ 日 第５回デュアスロンinよもぎた大会 村　　　　　　　　内 11 二00 村 観 光 協 会

９ 月 書道教室 中　央　公　民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

10 火 陶芸教室 // 9 :00 ﾉ/

13 金 敬老会 ト　　　 レ　　 セ　　 ン 10 : 00 福　 祉　 課

15 日 第４回青森県民駅伝競走大会 青　　　 森　　　 市 12 : 00 社 会 教 育 課

17 火 陶芸教室 中　央　公　民　館 9 :00 中 央 公 民 館

24 火 陶芸教室 // ９ 二00 //

30 月 書道教室 // 13 : 30 //

15●行事予定表

確認



戸 籍 の

窓　　　口

人口と総世帯

（７月31 日現在）

総人 口　3,803 人

男　　1,823 人

女　　1,980 人

世 帯数　1,047 世帯

７月受付分

お誕生おめでとうございます

こうだい
山 口　 混 大 昭 二

ひろみ

ご結婚おめでとうございます

稲葉　 利広（宮　　 本）

溝江　 京子（青 森 市）

おくやみ申し上げます

八幡　マサ（高 根　92歳）

田中　昭彦（広 瀬　48歳）

村上俑五郎（蓬 田　95歳）

坂本　ツエ（長 科　82歳）

秋
は
夕
暮
。
日
ご
と
に
吹
く
風
も
涼

し
く
な
り
、
虫
の
鳴
く
声
が

Ｉ
段
と

に

ぎ
や
か
さ
を
増
し
、
収
穫
の
秋
が
や

っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
、

病
原
性
大
腸
菌

〇
－

１

５

７

に
よ

る

食
中
毒
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
牧
場
ま

つ
り
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
き
の
こ
の
季
節
で
す
。
毒

き
の
こ
に
よ
る
食
中

毒
に
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 編

集

後

記

８月９日、幼稚園の前庭で

見つけた、 ネジバナ（ラン科

の多年草）です。とてもきれ

いでした。

広報よもぎた

八
月
号
の
広
報
に
も
掲
載
し

た
、
名
刺
台
紙
の
第
二
弾
が
完

成
し
ま
し
た
。

場
所
は
、
広
瀬
川
上
流
の
黒

滝
で
す
。

前
回
と
同
様
、
ご
希
望
の
皆

さ
ん
に
、
百
枚
一
口
と
し
て
無

料
で
配
付
し
ま
す
。
（
た
だ
し

表
面
の
印
刷
代
金
は
、
個
人
負

担
に
な
り
ま
す
）

申
し
込
み
は
、
企
画
課
で
受

付
け
を
し
て
い
ま
す
。

名
刺
台
紙
第
２
弾
完
成

み
～
つ
け
た

1

0

1

※初夏に10～15 cmの花茎を１

本出し、淡紅色の小花をらせ

ん状に多数つける。

モジズリ、 モジバナ、 ネジ

レバナともいう。

み～つけた／戸籍の窓ロ　16

長男
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